
69

猪 苗 代 湖 の 開 発

吉 越 昭 久*

DevelopmentofLakeInawashiro

AkihisaYosxixosxi

(1981年9月30日 受理)

1.は じ め に

0般 に湖沼開発 とは,湖 沼をダム化して農業用水 ・工業用水 ・発電用水 ・上水道用水の

ための水資源を確保することだ と受けとられがちで,こ の考え方にそう研究1)は 多い・し

かし筆者は,こ の水資源を確保するとい う考え方の他に,治 水 ・他の水利用 ・土地造成と

い う概念 もそこに含ませたい.つ まり,湖 沼に流入す る河川や湖沼か ら流出する河川,お

よび湖岸の干拓 ・埋立とい うことがまずそれである.他 に前述の水利用とは多少質は異な

るのであるが,水 運 ・漁業 ・観光とい う水利用形態 も含めるのである.そ れ ら全てを対象

とする湖沼にかかわる開発を,本 稿では湖沼開発と考えたい.こ のような観点に立つ研究

は二 ・三2)あ るが,そ れ らは琵琶湖とい う大 きな湖を扱っているナこめ概略的な記述にとど

まっている.猪 苗代湖の開発に関しては佐川敏夫3),新 沢嘉芽統4)5),渡 辺哲男6)7)の研究

が主なものである.佐 川は湖水位低下問題に触れ,新 沢は湖の開発に大 きくかかわっナこ安

積疏水 と湖水位低下を,渡 辺は湖の管理をめ ぐる抗争を扱ってい る.い ずれの研究 も湖の

水位低下に伴 う問題を中心にしてお り,こ の点は湖沼開発の他の事例 とかなり共通す る・
・一般的には湖沼の水位の変動に伴って,港 ・舟だまり,漁 業,利 水施設,湖 周辺の井戸な

どに対す る影響8)な どが生じ,極 端な場合には水害がおこることが指摘されている・

そこで本稿では,ま ず猪苗代湖およびその周辺の概観 と水利用の概観に触れ・湖の開発

の歴史をた どってみたい.し かる後に,こ の湖の管理に大 きな影響力を持つ安積疏水につ

いて,そ こに至る経緯と他の組織との対応について述べ,最 後に湖の水位低下にか らむ諸

問題を検討してみたい.

なお筆者は,猪 苗代湖およびその集水域に於ける水利用については既に 発表してお り9)・

それを参照していただけると幸いである.次 章は,本 稿の理解をしやす くす るナこめに,前

稿の一部を要約しナこ形で述べる.

H.地 域と水利用の概観

猪苗代湖は,湖 の東岸をほぼ南北に走 る川桁断層に伴 う陥没によって形成された湖盆の

西側が,そ の後の磐梯山や猫魔ケ岳の噴出物や泥流によって堰止められ1こ湖である.そ の

規模は湛水面積104km2,湖 面標高514m,最 大深度は94mで ある.ま アこ猪苗代湖の北に位

置す る磐梯山の北麓には,裏 磐梯湖沼群 と呼ばれる多数の 湖沼が 存在する.こ れは1888

(明治21)年 の磐梯山の爆発に伴って泥流が谷を堰止め,檜 原 ・小野川 ・秋元の湖が形成

され,ま た泥流のくぼ地に湛水して五色沼などの小湖沼群が形成されナこ・自然状態ではこ
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につばし

れ らの湖沼群の水は長瀬川を通し猪苗代湖に流入し,そ こか ら湖水は日橋川を経て阿賀野

川 となり日本海へ と流出す る.こ の地域の地形 ・地質は,湖 の北部では磐梯山 ・吾妻山な

どの火山による影響が認められ,ま た東部の額取山地や西部の山地は新第三紀層より成っ

ている.湖 の周辺および会津盆地 ・郡山盆地には沖積層が厚 く堆積 してい る.こ の地域は

降水量が多 く,特 に冬季にはかなりの量の降雪をみる.

以上のような自然条件に加え,猪 苗代湖は檜原湖とは約300m,郡1」 」盆地とは約250m,

会津盆地 とは約300mの 比高を もって隔て られているために,こ の落差を発電に利川す る

ことが可能であった.こ のTl.rめ,明治時代の後期か ら,長 瀬川水系に3ヵ 所,安 積疏水水

系に3ヵ 所,戸 ノロ堰用水水系に4ヵ 所,日 橋川水系に6ヵ 所の発電所が建設されナこ.こ

のうち特に安積疏水を利川し1899年 に完成した沼上発電所は,広 島県の黒瀬川発電所 とと

もに,[1本 で最 も早 く近距離送電(22km)を おこなった発電所 として,ま た 日橋川水系

の日橋川発電所は遠距離送電(230km)を 口本で二番目におこなっナこf-一一r所として知 られ

ている.

農業川水 として最 も規模の人 きいものは,湖 の東岸より取水して郡山盆地の灌概をおこ

な う安積疏水であって,こ れについては後に詳述したい.他 に湖北では長瀬川やその他の
はに た

猪苗代湖に流入す る河川か ら引水す る土田堰用水 ・上山下堰用水 ・長瀬川堰用水が,湖 西

では猪苗代湖の水を川いている戸 ノロ堰川水 ・布藤堰用水などが大 きな規模の農業用水で

ある.

上水道川水として猪苗代湖の水を利川しているのは郡山市 ・会津若松市 ・河東町の二市

一町である.郡 山市はかつては安積疏水を利川して上水道用水を取水していたが,最 近新

しく水利権を取得し,大 部分を湖東岸に建設 しナこ独自の取水施設か ら得るようになっナこ・

会津若松市と河東町は,戸 ノロ堰用水を利用して取水している.

工業用水として湖水を直接利川している事業所はない.し かし,安 積疏水 ・口橋川 ・布

藤堰用水 ・戸 ノロ堰用水か らは工業用水の取水がおこなわれている.
す がわ

猪苗代湖の湖水は,そ こに流入する強酸性の水質を示す酸川のために酸性 となってお り,

そのため湖の大きさの割には漁獲高は低い.魚 類 もフナ ・ウグイが中心で耐酸性のない種

類は減少の傾向がみ られ る.

水運は江戸時代,明 治時代を通じて隆盛であったが,鉄 道が郡山か ら会津盆地に至るに

および,衰 微していっT1..現 在は小規模な漁船および観光船が舟航してい るにす ぎない・

なお,本 稿で対象とす る地域は前稿同様に,猪 苗代湖およびその集水域が中心であるが,

郡山盆地 ・会津盆地とも関連するので,そ れらも含めて扱いたい.

1旺.猪苗代湖開発の歴史

ここで資料が比較的得やすい江戸時代以降に於ける猪苗代湖の開発について触れておき

たい.『猪苗代湖利水史」10),『安積疏水志』11)『郡山市水道史』12)ほか13)の文献に よって,

猪苗代湖開発の年表 を作成し,第1表 に示した.こ の表は猪苗代湖およびその水を利用し

た ものに限定して記入してある.な お,年 代は完成ないしは利用を開始した年である.利

水面では開肇年代な どが比較的わか りやすいが,治 水面はわか りに くい1こめ,洪 水がおこ

った年代を記入し,治 水面の開発を逆に類推 しよ うとした.

さて,こ の第1表 をもとに利用目的か ら大きく三つに期間分けすることができる.

1)第 一期

これは江戸時代か ら朋治時代中期までで,主 に農業用水を中心とする開発である.こ の
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第1表 猪苗代湖を中心とする開発年表(江 戸時代以降)
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期間には,1626年 に会津藩主 ・保科正之が,当 地の名主 ・民部太郎貞政に命じて開削させ

た布藤堰用水がある.ま たそれよ り67年遅れて,1693・年には戸ノロ堰用水が作 られた.こ

の用水は,会 津若松の城下で使 う水を確保するために開削されたが,そ れまでに1636年 に

は八田野堰用水が猪苗代湖の水を引いており,戸 ノロ堰用水はこの用水を分水す る,と い

う形で水を得ている.ま たこの期間には,こ の地域で最大の安積疏水 も完成をみている.

このように,第 一一期には藩や国の権力,財 力を背景にした大規模な用水が作 られ,主 に灌

概用に使われた.

2)第 二期

明治時代中期か ら大正時代末期にかけて,水 力発眠所が多 く建設 された.こ の時期を第

二期 と定めたい.こ の時期の終 り頃になると遠距離送電が可能になり,大 消費地 ・東京に

近いこともあって,猪 苗代湖の湖水は日本経済の興隆に合わせその価値を増していった.

これが1919年 頃からの発電所建設 のラッシュをみ ることになる.当 時の発電規模は不明な

ものもあるので現在の認可最大出力をみると,最 大の もので猪苗代第1発 電所の53500kw

であるから,水 力発電所 としてはそ う大 きな規模ではない.開 発事業は会津電力,猪 苗代

水力電気とい う発電会社であった り,日 本化学工業のような工場の手によっておこなわれ

ナこが,そ の後い くっかの過程を経て,現 在は東京電力がその事業者となっている.

3)第 三期

昭和初期から現在までの期間は,上 水道用水 ・工業用水などいわゆる都市用水の開発を

主な特徴 とす る,と い うことがで きるであろ う.会 津若松市は1929年 に,戸 ノロ堰用水を

利用す る戸 ノロ堰第3発 電所から上水道を取得す るよ うになった.ま た河東町 もそれまで

上水として利用していた地下水が不足 してきナこため,1967年 よ り猪苗代湖に水源を求める



72 奈 良 大 学 紀 要x;10

よ うになり,戸 ノロ堰用水より取水を始めた.郡 山市の場合は,当 初安積疏水より取水し,

それに対 し寄付 とい う形で実質的な使用料を,安 積疏水土地改良区に支払っていナこ.し か

し,1973年 に前述のよ うに新しく水利権を取得し,猪 苗代湖の東岸に独自の取水施設を作

り取水を開始 しナこ.ま ナこ水利権は得ているのだが,安 積疏水を利用し一部はまだ取水し続

けてい る.工 業用水としては,安 積疏水を利用する日東紡の例しか示さなかったが,戸 ノ

ロ堰用水や布藤堰用水を利用する他の工業用水 も,こ の時期に利用が開始されたと考えて

よい.こ の時期の水利用は,郡 山市の上水道を例外として,古 くか ら存在する農業用水の

一部を利用するとい う形態がとられていることが注 目され,こ のことは後述する内容とも

かかわって くる.

まナこ猪苗代湖開発は,わ が国に於 ける総合開発の端緒の一っをなしナこ湖としても注目さ

れているのである14).

第1表 か ら,江 戸時代以降の猪苗代湖の開発を,利 水面を中心に第一期か ら第三期に分

けてた どって きナこ.し かし,1660年 ・1667年 ・1671年 ・1723年 ・1890年 ・1896年 ・1911年

には猪苗代湖に洪水がおこり,そ の結果として1942年 に湖の水位低下工事がおこなわれた

ことが知 られるが,そ れについてはここでは触れない.第V章 で特にこの点を中心に論じ

たい.

N.安 積疏水とそれが猪苗代湖開発に果した役割

猪苗代湖開発猪苗代湖開発を考える場合に,安 積疏水を避けて通るわけにはいかない.

なぜならば,湖 の管理権を持つに至っナこ経緯は,そ れ自身猪苗代湖開発の重要な部分を占

めるか らである.そ こで,安 積疏水について若干の説明を加えアこ後,か かる経緯および他

の組織 との対応について考察を進めてい きたい.

安積疏水は1882(明 治15)年 に通水した猪苗代湖の水を利用する施設としては最も規模

の大 きい ものの0つ である.明 治初期までの郡山盆地は,草 のおい茂る原野であったが,

地元の豪商 ・阿部茂兵衛が福島県典事 ・中條政恒の勧めを得てsこ の地の開墾に着手 した.

これがいわゆる安積開拓と呼ばれるもので,明 治政府の殖産興業 ・士族授産 ・東北地方の

治安維持 とい う政策がその背景にあっアこといわれている4).そ こへの水供給を主な目的と

して安積疏水が計画 され,政 府は内務省御用掛 ・奈良原繁,土 木局御雇工師のファン・ド

0ル ンらに調査 をさせ,3年 の工事期間の後,ユ882年 に通水した.そ の結果,1885年 には

すでに,安 積疏水による灌概面積は2,928haに もおよび,そ の後開拓が進み面積の増加 と

ともに郡山市の都市としての発展 もあ り,水 需要 も増加 していっアこ.猪 苗代湖の水位低下

工事の完成をみて,安 積疏水にも使用出来 る水が増加したので農地開発営団によって,新

安積疏水が計画 され1965年 に完成す る.そ して,1971年 に北部の五百川土地改良区,そ し

てこの新安積土地改良区が加わることによって,よ り大 きな組織になった.現 在では幹線

流路延長143km,受 益面積9,920ha,組 含員戸数約1万 戸,取 水量約33万m3/dayと い

う大 きな規模を持ち,農 業用水だけでなく,工 業用水,上 水道用水 としても利用されてい

る.

前稿で筆者が定義した"水 を移動きせ る水利用"と い う立場か らみれば,最 初に湖水を

利用したのは,布 藤堰用水であり,そ の後戸 ノロ堰用水そして日橋川水系の駒 形 堰 用 水

(1795年完成)な どであることは疑 う余地がない.1879年 疏水開削の起工を,内 務省が太

政大臣に要請し,同 年着工の決定をみて安積疏水が正式に作 られ るはこびとなった.し か

し,そ の前にこれ ら諸用水 との調整が不可欠の要素であり,そ のアこめに日橋川の流出口付
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近に新たに十六橋水門を設 け,用 水の必要量 を確保する,と い うことで決着がついた.江

戸時代,こ こには石造で23の孔を持つ翁沢の堰があった15).そ こに新たに十六橋水門を設

け人為的な取水調整ができるよ うにした.さ て,そ のだめには,日 橋川の底を掘削したり,

戸 ノロ堰 ・布藤堰の改築,両 堰下流水路の盤下げ工事が必要であったが,幸 いなことに日

橋川や両堰の水路が急勾配であったため工事はおこないやすかっナこ4).ま た,こ の工事に

よって水が得やす くなることか ら,受 益地の住民が歓迎し労働奉仕をしナこと伝えられるな

ど,有 利な条件 もあった.

こうしてまず第一の調整 を終え,1882年 に安積疏水が通水した.当 時の安積疏水の管理

・運営は農商務省安積疏水掛によっておこなわれた.そ して翌1883年 に安積疏水の憲法と

で もい うべき安積疏水水利取締規則が定め られた.こ の規則は57条 より成 り15),十六橋水

門 ・戸ノロ堰 ・布藤堰の取水量か ら,湖 岸住民との紛争,電 源開発との調整にまで触れら

れている.こ の取締規則が猪苗代湖管理権の根拠 となった重要なものであることは特に注

目したい.1884年 には,農 商務省の疏水掛は廃止 され,そ の事務は内務省土木局に移った.

さらに,1886年 に政府より福島県にこの事業は引渡 され,1888年 には県より安積 ・岩瀬の

両郡に引継がれた.な お疏水路の維持に関しては,地 元で水路維持連合会を組織し,1885

年にはこれが水利土功会 と名を改めている.1890年 の水利組合条例の制定をみて,猪 苗代

湖疏水路普通水利組合が成立し,土 功会の合併をはかっナこ.そ してこの水利組合が疏水全

般の処理をおこない,郡 長がこれを管理するとい う形態が ここに生まれた.

か くして,以 上が組織の衣がえを通しなが ら安積疏水が猪苗代湖の管理権を手に入れる

ことになる経緯である.た だしその後,1916年 になって老朽化した十六橋水門が猪苗代水

力電気の費用負担で改築されるが,そ の操作には専門の技術者を必要とするとして,電 力

会社,つ ま り猪苗代水力電気が安積疏水から水門の操作権を手に入れる.こ のよ うな形で,

現在では湖の管理権は水利取締規則に従って安積疏水にあるが,十 六橋水門の操作は東京

電力がおこな うに至ってい る.

この過程で,安 積疏水が他の組織 といかにかかわったかをい くつかの事例について検討

してみたい.ま ず,新 しく安積疏水を開 くにあたっての既往の農業用水とのかかわ りにつ

いてである.こ れについては前述 したよ うに,十 六橋水門を新設し必要水量を確保するこ

とで話し合いがっいた.

次に・安積疏水水系に建設 された三つの発電所 とのかかわ りがある.沼 上発電所は1899

年に郡山絹糸紡績,竹 之内発電所は1919年 に郡山電気,丸 守発電所は1921年 に同じく郡山

電気によって開発 された.沼 上 と竹之内 ・丸守 とでは開発事業者名が異なってい るが,郡

山電気とい う会社は,郡 山絹糸紡績の発電部門が独立 してできたもので,い わば親会社 ・

子会社の関係にある.結 果的には,安 積疏水 と電力会社の合意がな り発電所建設をみた.

安積疏水水系に於ける発電用水は,疏 水の通過ルー トを利用するだけであり,し か も疏水

は猪苗代湖の表面か ら取水しているので,発 電に使用して も下流部で水温の問題 も余 りな

いとい うのが主な理由であった.安 積疏水と電力会社側は協調的であ り,会 社は疏水の維

持費を負担し,疏 水が会社の株を取得するなど,む しろ補完的な関係にあったともいえる.

また前述のように,猪 苗代湖の水位操作をめぐる猪苗代水力電気とのかかわ りもあるが,

これについては次章で触れだい.他 にも湖岸周辺住民や,他 の電力会社とのかかわりがあ

げられるが,こ れ も湖の水位低下問題 を述べる際に触れることにす る.

このように,安 積疏水は他の組織 とも比較的協調して猪苗代湖水位低下問題が生ず るま

では,そ れ自身湖沼開発の重要な部分 をにない,ま た疏水の水を他の目的に利用 させ るこ
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とに よ っ て,非 常 に大 きな役 割 を果 して きナことい って よ い.こ の よ うな利 水 面 の動 き とは

うらは らに,治 水 面 に な る と また異 な っ¥...対応 を迫 られ て くる.次 に,猪 苗 代 湖 開 発 に於

い て重 要 で,し か も特 徴 的 な問 題 で あ った 水 位 低 下 問 題 に 論 を進 め た い.

V.湖 水位低下問題

自然状態の湖に於ける湖水を利用するには,流 出口を堰上げ利用水深を増す方法と,湖

水位を低下 させ る方法 との二つがある.前 者の方法では湖岸に洪水の危険性をもたらすし,

後者の方法では第1章 で述べたよ うに利水施設や漁業などに対す る影響が生ず る.従 って,

通常の湖沼開発ではより社会的問題の小 さい後者の方法がとられ る.

さて第1表 に猪苗代湖の洪水とあるのは,湖 および集水域への豪雨によって,湖 水位が

上昇し湖周辺の土地に浸水 したことを示す.こ の表には主なものだけを記入しアこので,他

に も小規模な洪水は数多くある16).こ の7め,1890年 に湖岸の住民か ら猪苗代湖減水運動

がおこり,有 志大会の開催,湖 の水位を三尺逓減す るよ う知事や政府に対し請願,な どの

行動が表面化した.こ れに対して安積疏水では,疏 水設計上湖岸住民に被害を与えないよ

うにしているとの考えを持っていたが,こ れ らの運動に対抗す る必要か ら非減水委員を決

めた15).郡 山盆地の開墾民は,こ の減水によって安積疏水にも影響し被害を被 るのではな

いか,と の危惧から陳情書を出すなど不穏な動きをしたが安積疏水や知事の仲介によって

平静 さをとりもどしナこ17).一方,非 減水委員は郡長とともに湖岸の実態 を調査した結果,

安積疏水の開削後は,湖 の東と西に水門を設 けたために増水の場合には放水してかえって

被害を少なくしているとの結論をだした18).こ こに於て1890年 におこっナこ水位低下問題は
0応 の結着をみた.

一方,1890年 に戸 ノ[堰 川水は,十 六橋水門に於ける戸ノロ堰の管理権の引渡しを安積

疏水に要求して きた.こ れと前後して会津盆地に住む有志 もまた,猪 苗代湖水利権回復同

盟会を組織し,同 じく安積疏水に管理権を要求してきた.後 者の目的は,会 津盆地内の灌

概 ・飲料水 ・発電のためのよ り多 くの水を確保することにあっアこ.こ れらに対 し,安 積疏

水は要求を拒否し続け,結 局それ らの要求運動は中止せざるを得なくなった18).

さらに,1911年 に も湖岸で洪水の被害 を受ける住民によって湖岸水害救治同盟会が組織

され,安 積疏水に対して湖水位を約三尺下げる要求がなされた.そ してこれを行政訴訟に

まで持ちこむが,結 果的には既得水利権の壁にはばまれ,原 告は敗訴してしま う6)・

以上は主に,湖 周辺や会津盆地の住民による洪水防!Lを 目的とする減水運動であっアこ.

これに対し,湖 水を最 も積極的に利用したいのは電力会社であって,そ れ以降の湖水位低

下問題の巾心 となる.1919年 には猪苗代水力電気が,湖 水位の低下を含む利用計画 を作成

した.こ れに対して翌年郡山電気は安積疏水を利用している沼上発電所の水利使用変更許

可申請書を出すし,こ れを知った猪苗代水力電気 も湖面低下工事申請書を知事に提出した.

その後1923年 に,猪 苗代水力電気は東京電燈と合併しナこため,こ れ らの計画 も同時に東京

電燈に引継がれた.こ の湖水位低下問題をめ ぐる両電力会社の争いは,郡 山電気はこれま

で協調的で補完的な関係にあった安積疏水をひ き入れ,ま た東京電燈は湖水位低下がかね

てか らの念願であった湖周辺の住民を巻 き込み展開 された.住 民や組織内部に於ける対立

まで もひきおこしたこの紛争 も1927,8年 か ら始まる恐慌によって,再 び中断 されてしまっ

たのである.

ところが,そ の後の慰力の国家管理 とい うこともあり電力会社の合併(後 に東京電力 と

なる)が おこなわれた り,第 二次世界大戦に日本が参入したことで電力が特に必要になっ
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た こ とな どか ら,結 果 的 に は1942(昭 和17)年 に 湖 の 水 位 低 下 をみ る こ とに な った.な お,

この こ とにつ い て は 西 貞 雄19),安 部 多 気 雄20),国 分 理21)等 に よ って 詳 しい 経 過 が 述 べ られ

て い る.

この結 果,従 来 利 用 水 深 が 一〇.96mで あ った もの が 一3.24mに 増 大 し,約3億m3の 湖

水 が 新 ナこに利 用 で きる こ と とな っナこ.こ うして,安 積疏 水 は 新 た に200個(5.56m3/sec),

戸 ノロ堰 用 水 は10個(0.28m3/sec),布 藤 堰 用水 は5個(0.14m3/sec)の 水 利 権 を加 え る

こ とが で きた.

以 上 み て きナこよ うに,猪 苗 代 湖 の水 位低 下 問題 を通 して 猪 苗 代 湖 開 発 が 進 め られ,こ れ

は湖 沼 開 発 の成 功 した 例 と して しば しば 引 用 され て い る14).

V1.お わ り に

本稿では猪苗代湖の開発 を,特 に安積疏水に視点をすえつつ述べてきナこ.猪 苗代湖開発

の歴史の うちで,安 積疏水は第0期,つ まり農業用水を中心 とする開発の時期に開削され

たが,江 戸時代に開削された諸用水とは性格 を異にしていTl..といえる.安 積疏水はその後

の発電用水や都市用水の開発と大 きくかかわ り,し か もわが国に於 ける総合開発の端緒の

一・つ ともなったか らである.

また安積疏水は猪苗代湖の管理権を手に入れるが,そ の後湖水位低下問題 を通して,地

域 ぐるみの抗争に巻 き込まれる.最 終的に湖の水位低下をみて決着がっ くが,そ れにっい

て一般的にいわれているように電力会社の合併や,時 期的な理由だけで説明がっ くであろ
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うか.恐 らく以下に述べるよ うなことも理由と考rら れ るであろ う・

まず,猪 苗代湖およびその集水城には豊富な水資源が存在していたとい うことが一番大

きな理由だと考える.他 に,安 積疏水の開削が国家権力を背景にしていたとい うことや,

旧会津藩の住民か らの抵抗が少なかったとい うことや,戦 争 とい う時期 も重要であろう・

そして何にも増 して,猪 苗代湖では漁業が盛んでなく,水 運 もすだれていナこ,と い うこと

で筆者の定義に従えば"水 を移動させない水利用"か らの反対が少なかったとい うことが

大きな理由になろ う.

本稿では安積疏水が湖の管理権を入手 し,そ れが開発に及ぼしアこ過程の考察を中心に進

めたため,湖 の開発に伴 っておこる港 ・漁業 ・観光等に対する影響については十分に論述

がなされていない.今 後,湖 沼を対象とする研究には,水 文学的な考察の他にかかる視点

か らの分析 も必要かと考える.
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P・P・

(fromEdoPeriodtomid-MeijiPeriod)

Mainlyforirrigation.

thesecondperiod:(frommid-MeijiPeriodtotheendofTaishoPeriod)

Mainlyforhydroelectricity.

thethirdperiod:(fromearlyShowaPeriodtothepresent)

Mainlyforcitywaterdemands.

ThedevelopmentofLakeInawashiromayberegardedastheoriginofgeneral

developmentinJapan.Duringthesedevelopments,theAsaka-Sosuiperformedsuch

importantpart,thatistosay,theyhadgottherightofmanagementofthelake.

Theymadethewaterlevellowersince1942tomeetanincreasingwaterdemand.

Likethis,thedevelopmentofLakeInawashiroisoneofthemostsuccessfulcase

inthedevelopmentoflakesinJapan.

Summary

ThepurposeofthispaperistoconsiderthedevelopmentofLakeInawashiro.As

aresultofthisconsideration,theAuthorexplainedthefollowings

ThedevelopmentofLakeInawashiroafterEdoPeriodisdevidedintothree

perios.

thefirstperiod


